（様式）
会議議事録

	事業名
	令和４年度職業実践専門課程等を通じた専修学校の質保証・向上の推進事業
（２）教職員の資質能力向上の推進①効果的な教育成果の公開方法等に関する支援体制づくりの推進

	代表校
	一般社団法人全国専門学校教育研究会



	会議名
	第4回運営委員会

	開催日時
	令和5年1月16日（月）　15時00分～16時00分

	場所
	オンライン会議

	出席者
	委　　員：岡村　慎一、成底　敏、柳田　祐大、泉田　優、
小田　政江、藤井　達也、松田　義弘、猪俣　昇、
山根　大助、八木　信幸、槇　裕美
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計11名
請負業者：飯塚　正成　　　　　　　　　　　　　　　 　計1名
合計12名

	議題等
	(1)知識系分野学習用動画コンテンツの追加（成底）
①情報公開の必要性は、一般社団法人専門職高等教育質保証機構事務局長　江島　夏実様へ依頼済で1月中旬納品自作のビデオが納品されることになっています。
②職業教育のマネジメントの有用性（採用（調達）・配置・評価）は、三菱総研　久保寺さんからサンプルビデオも届いており、ほぼ納品されている状態です。

(2)学校運営管理者向けセミナーの開催（成底）
・福岡会場の参加申し込みは現在26名です。
・主催者挨拶は川崎会長。船木室長補佐はビデオ再生でのご挨拶となります。
・1日目、2日目ともに総括（閉講挨拶）は高岡先生にお願いします。
・司会は泉田さん。
・ファシリテーターは、1日目、2日目ともに八木さんさん
・受付、座席誘導、ＰＣセッティングは成底がおこないます。
・支払い関係、資料作成、グループ割は、飯塚さん。

(3) e-learingマネジメントシステムの構築（猪俣さん）
・現在、テスト運用を開始していますが、少し稼働率が低いように思います。各校にて２名程度に確認をお願いいたします。
・各校にて、確認をお願いいたします。（成底）

(4)申請業務効率化アプリ開発（猪俣）
・アプリケーションの開発は、来週あたりにはモックが出来上がると思います。できしだい配布いたしますので、確認をお願いします。

・この件は、仕様作成時にもSlackで検討しましたが、リリースの仕方を検討しなければならないと考えています。文科省委託事業で開発した効率化アプリを公表することになりますと、使い勝手などについて文科省にクレームが届くなどの恐れが出てきます。職実課程の申請書と修学支援書ですら方やExcel、方やWordで作られており、生産性を考慮すると省内での調整等が生じる可能性があります。（成底）
・この件については、慎重に検討しましょう。まずはどの程度重複があるのかどのような非効率部分があるのかなどを提言すること等も視野に入れたいと思います。（岡村）



	配布資料
	・第4回運営委員会資料
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